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は  し  が  き 

現在、農業を取り巻く環境は、高齢化による担い手不足、気候変動、そして不安定な国

際情勢等様々な課題に直面しています。特に令和７年以降は、これまで農業を支えてきた団塊

の世代が75歳以上となるなど、高齢農業者のリタイアによる担い手不足が更に深刻化し、

これに伴い耕作放棄地の増加等多くの問題が懸念されます。

こうした中、農業委員会組織では、農地の売買価格の全国的な動向を把握し、農地政策・

構造政策の基礎資料とすることを目的に、田畑売買価格等に関する調査を昭和 31 年から毎

年実施しています。

本調査結果は、県内の市町村農業委員会のご協力により、令和７年５月１日時点の田畑

売買価格を調査し、令和７年度の結果として取りまとめたものです。

 農地業務に携わる関係者の皆様に、担い手の育成・確保や農地利用の最適化の推進活動

の場で有効活用していただければ幸いです。

最後に、調査の実施にあたり、多大なご協力をいただいた市町村農業委員会の皆様へ深

く感謝しますとともに、今後とも一層のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げま

す。

令和 ８ 年 ３ 月

一般社団法人秋田県農業会議
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Ⅰ．調査の目的・方法等 
 
１．目的と方法 

本調査は、全国の田畑売買価格等の動向を把握し、農業政策推進の基礎資料に資

することを目的に実施しており、市町村農業委員会にご協力いただき（一社）全国

農業会議所が作成した調査票に基づき調査を実施した。 
 
２．調査地区 

昭和 25年１月１日当時の旧市町村を調査地区とし、県内の 246地区を対象に調査

した。 
 

３．調査対象農地 
   調査地区内の田畑のうち中田（ちゅうでん）と中畑（ちゅうばた）を対象とした。

（中田・中畑とは、収量水準や生産条件の標準的な田・畑） 
 
４．調査対象農地の区分 
   都市計画法と農業振興地域の整備に関する法律（以下、農振法）により、次のよ

うに区分している。 
都市計画法による区分 農振法による区分 

都市計画法の線引きが行われていない市町村 

（秋田市、潟上市以外の 23市町村(220地区)） 
農用地区域 
農用地区域外 

都市計画法の線引きが行わ

れている市町村 
（秋田市、潟上市(26地区)） 

市街化調整区域 
農用地区域 

その他の地域 
市街化調整区域 

農用地区域外 
その他の地域 
市街化区域 － 

 
５．調査時点 

令和７年５月１日 

 
 ６．調査項目 

（１）耕作目的の中田・中畑売買価格 
（２）農用地区域内の中田・中畑価格の上昇・横ばい・下降の傾向と理由 
（３）使用目的変更（転用）の田畑売買価格 
（４）樹園地の売買価格（参考） 

 
７．売買価格 

耕作目的の売買価格は、調査時点で売り手・買い手の双方が妥当とみて実際に取

引されるであろう価格とし、直近の売買実例価格だけでなく、過去のすう勢や地域

の農地事情に精通した方の意見等を参考に決定している。また、使用目的変更（転

用）の売買価格は、調査時点（令和７年５月１日）を含む過去１年間の売買実例価

格を参考に決定している。 

純農業地域 

都市農業地域 

－1－ 



  

Ⅱ．調査結果

１．概要

（１）中田

農用地区域内の中田平均価格は 39 年連続で下落している。純農業地域※1 では、

令和６年の 365 千円に対し、令和７年は 360 千円（対前年比 98.8%）となった。都

市農業地域※2 では、令和６年の 350 千円に対し、令和７年は 339 千円（対前年比

96.8%）となった。 

（２）中畑

農用地区域内の中畑平均価格は、純農業地域では令和６年の 159千円に対し、令

和７年は 157 千円（対前年比 98.7%）となった。都市農業地域は、令和６年の 377

千円に対し、令和７年は 364 千円（対前年比 96.4%）となった。 

（３）結果

 純農業地域の農用地区域内の中田価格は、昭和 61 年の 1,477 千円をピークに 39

年連続して下落している。10 年前（平成 27 年）と比較すると 185 千円（33.9%）の

下落となった。 

また、売買価格の動向※3について、中田・中畑の「横ばい」や「下降」の理由と

して、「農地の買手が少ない、買い控え」、「米価などの農産物価格が低い」、「農

業の後継者不足」という回答が多数を占めた。

※１ 純農業地域：都市計画法の線引きが行われていない 23 市町村

※２ 都市農業地域：都市計画法の線引きが行われている 2 市（秋田市、潟上市）

※３ 売買価格の動向：「上昇」…3%超の価格の上昇、「横ばい」…3%以内の価格の上昇・下落、

「下降」…3%超の価格の下落 

２．耕作目的の自作地売買価格の動向

（１）純農業地域の自作地売買価格【表―１、参考―１】

①農用地区域内

中田の平均売買価格は 360 千円で対前年比 98.8%、中畑の売買価格は 157 千円で

対前年比 98.7%となった。 

②農用地区域以外の区域

中田の平均売買価格は 333 千円で対前年比 98.0%、中畑の売買価格は 176 千円で

対前年比 97.9%となった。 

－2－ 
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６年 ７年 対前年比 ６年 ７年 対前年比 ６年 ７年 対前年比 ６年 ７年 対前年比

鹿  角 190 179 94.2% 289 259 89.6% 78 73 93.6% 139 126 90.6%

北秋田 370 370 100.0% 305 305 100.0% 125 125 100.0% 140 140 100.0%

山  本 337 336 99.7% 258 257 99.6% 111 110 99.1% 86 85 98.8%

秋  田 491 491 100.0% 375 375 100.0% 227 227 100.0% 272 272 100.0%

由  利 570 570 100.0% 570 572 100.4% 249 251 100.8% 248 251 101.2%

仙  北 310 296 95.5% 363 344 94.8% 156 152 97.4% 210 201 95.7%

平  鹿 329 311 94.5% 325 315 96.9% 173 165 95.4% 180 170 94.4%

雄  勝 319 322 100.9% 234 238 101.7% 146 146 100.0% 159 159 100.0%

平  均 365 360 98.8% 340 333 98.0% 159 157 98.7% 179 176 97.9%

表－１   純農業地域の地域別自作地売買価格
（単位：千円／10ａ）

地 域

中 田 中 畑

農用地区域内 農用地区域以外の区域 農用地区域内 農用地区域以外の区域

６年 ７年 対前年比 ６年 ７年 対前年比 ６年 ７年 対前年比 ６年 ７年 対前年比

都市的地域 481 475 98.8% 682 677 99.3% 227 247 108.8% 427 409 95.8%

平地農業地域 356 354 99.4% 343 379 110.5% 183 177 96.7% 216 233 107.9%

中間農業地域 377 370 98.1% 353 366 103.7% 166 167 100.6% 162 164 101.2%

山間農業地域 289 287 99.3% 269 272 101.1% 113 116 102.7% 116 118 101.7%

平均 376 372 98.9% 412 424 102.9% 172 177 102.6% 230 231 100.3%

参考－１   農業地域類型別自作地売買価格
（単位：千円／10ａ）

農業地域

類型

中 田 中 畑

農用地区域内 農用地区域以外の区域 農用地区域内 農用地区域以外の区域

（２）都市農業地域の自作地売買価格【表―２】

都市農業地域の中田・中畑における農地価格は、農用地区域内の中田と中畑、農

用地区域以外の区域の中畑で「下降」となり、それ以外の区域は「横ばい」となっ

た。 

都 市 的 地 域 699 1,454 5,074 968 1,335 4,106

平地農業地域 300 337 270 175 382 260

中間農業地域 275 450 3,519 270 260

山間農業地域 81 41

平均（７年） 339 747 2,954 364 659 2,183

平均（６年） 350 755 2,893 377 690 2,139

対 前 年 比 96.8% 98.9% 102.1% 96.4% 95.5% 102.1%

表－２   都市農業地域の自作地売買価格
（単位：千円／10ａ）

農業地域類型

中 田 中 畑

市街化調整区域

市 街 化
区    域

市街化調整区域

市 街 化
区    域

農 用 地
区 域 内

農 用 地
区域以外
の 区 域

農 用 地
区 域 内

農 用 地
区域以外
の 区 域



  

（３）農用地区域内の中田売買価格の年次別推移【表－３、図－１】

令和７年の平均売買価格は、360 千円と過去 10 年間で最も低く、10 年前（平成

27年）と比べ 185 千円（33.9%）下落している。 

地域ごとに売買価格の年次別推移を見てみると、下落幅が最も大きい鹿角地域で

は 287 千円（61.6%）、最も小さい秋田地域では 60 千円（10.9%）下落となった。 

鹿  角 北秋田 山  本 秋  田 由  利 仙  北 平  鹿 雄  勝 平  均

27年 466 553 424 551 697 428 637 605 545

28年 443 553 417 539 685 393 618 598 531

29年 373 553 377 534 651 377 614 558 505

30年 350 553 359 534 607 366 588 513 484

元年 330 538 354 524 600 350 527 397 453

２年 287 457 351 512 593 342 453 346 418

３年 258 395 350 512 587 329 418 333 398

４年 238 370 342 496 581 323 375 330 382

５年 224 370 338 490 576 314 356 321 374

６年 190 370 337 491 570 310 329 319 365

７年 179 370 336 491 570 296 311 322 360

27年 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

28年 95.1% 100.0% 98.3% 97.8% 98.3% 91.8% 97.0% 98.8% 97.4%

29年 80.0% 100.0% 88.9% 96.9% 93.4% 88.1% 96.4% 92.2% 92.7%

30年 75.1% 100.0% 84.7% 96.9% 87.1% 85.5% 92.3% 84.8% 88.8%

元年 70.8% 97.3% 83.5% 95.1% 86.1% 81.8% 82.7% 65.6% 83.1%

２年 61.6% 82.6% 82.8% 92.9% 85.1% 79.9% 71.1% 57.2% 76.7%

３年 55.4% 71.4% 82.5% 92.9% 84.2% 76.9% 65.6% 55.0% 73.0%

４年 51.1% 66.9% 80.7% 90.0% 83.4% 75.5% 58.9% 54.5% 70.1%

５年 48.1% 66.9% 79.7% 88.9% 82.6% 73.4% 55.9% 53.1% 68.6%

６年 40.8% 66.9% 79.5% 89.1% 81.8% 72.4% 51.6% 52.7% 67.0%

７年 38.4% 66.9% 79.2% 89.1% 81.8% 69.2% 48.8% 53.2% 66.1%

表－３  農用地区域内中田売買価格の年次別推移
（単位：千円／10ａ）

区 分

注）都市計画法区域市町村を除く

価

格

平
成
27
年
と
比
較

－4－ 



  

（４）農用地区域内の中畑売買価格の年次別推移【表－４、図－２】

令和７年の平均売買価格は、157 千円と過去 10 年間で最も低く、10 年前（平成

27 年）と比べ 76 千円（32.6%）下落している。 

地域ごとに売買価格の年次別推移を見てみると、下落幅が最も大きい鹿角地域で

は 145 千円（66.5%）下落しており、最も小さい秋田地域では 24 千円（9.6%）下落

している。 

鹿  角 北秋田 山  本 秋  田 由  利 仙  北 平  鹿 雄  勝 平  均

27年 218 175 129 251 313 194 344 242 233

28年 208 175 126 245 313 181 328 239 227

29年 167 175 119 241 293 178 325 232 217

30年 170 175 114 241 272 178 297 210 208

元年 162 172 114 241 271 169 263 188 198

２年 129 130 113 234 267 168 234 152 179

３年 116 125 113 234 263 163 222 145 173

４年 107 125 112 225 258 161 206 145 168

５年 101 125 111 225 254 158 191 146 164

６年 78 125 111 227 249 156 173 146 159

７年 73 125 110 227 250 156 165 146 157

27年 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

28年 95.4% 100.0% 97.7% 97.6% 100.0% 93.3% 95.3% 98.8% 97.4%

29年 76.6% 100.0% 92.2% 96.0% 93.6% 91.8% 94.5% 95.9% 93.1%

30年 78.0% 100.0% 88.4% 96.0% 86.9% 91.8% 86.3% 86.8% 89.3%

元年 74.3% 98.3% 88.4% 96.0% 86.6% 87.1% 76.5% 77.7% 85.0%

２年 59.2% 74.3% 87.6% 93.2% 85.3% 86.6% 68.0% 62.8% 76.8%

３年 53.2% 71.4% 87.6% 93.2% 84.0% 84.0% 64.5% 59.9% 74.2%

４年 49.1% 71.4% 86.8% 89.6% 82.4% 83.0% 59.9% 59.9% 72.1%

５年 46.3% 71.4% 86.0% 89.6% 81.2% 81.4% 55.5% 60.3% 70.4%

６年 35.8% 71.4% 86.0% 90.4% 79.6% 80.4% 50.3% 60.3% 68.2%

７年 33.5% 71.4% 85.3% 90.4% 79.9% 80.4% 48.0% 60.3% 67.4%

注）都市計画法区域市町村を除く

表－４   農用地区域内中畑売買価格の年次別推移
（単位：千円／10ａ）

区 分

価

格

平
成
27
年
と
比
較
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（５）農用地区域内の中田・中畑の売買価格水準

①中田【表－５、図－３（１）、図－３（２）】

売買価格別地点数を見ると、10年前（平成 27年）は、40～60 万円未満の価格帯

が最も多かったが、現在は 20～40 万円未満の価格帯が最も多く全体の 64.8%を占め

ている。 

実 数 構成比

20万円 未満 7 2 3 1 1 4 18 8.3%

20万円 ～ 40万円 4 26 15 12 36 29 18 140 64.8%

40万円 ～ 60万円 4 7 6 12 6 2 1 38 17.6%

60万円 ～ 80万円 18 18 8.3%

80万円 ～ 100万円 1 1 0.5%

100万円 ～ 120万円 1 1 0.5%

11 32 25 19 30 43 32 24 216 100.0%

表－５  地域別中田売買価格の水準
（単位：地点数）

区 分 鹿 角 北秋田 山 本 秋 田 由 利 仙 北 平 鹿 雄 勝
計

計

注  都市計画法区域市町村を除く

－6－ 



  

②中畑【表―６、図―４（１）、図―４（２）】

売買価格別地点数を見ると、10年前（平成 27 年）は 20～30 万円未満の価格帯が最

も多かったが、現在は 10～20万円未満の価格帯が最も多く全体の 49.8%を占めている。 

実 数 構成比

10万円 未満 10 5 9 4 1 1 2 32 15.2%

10万円 ～ 20万円 1 19 11 4 4 25 29 12 105 49.8%

20万円 ～ 30万円 5 5 6 13 15 2 6 52 24.6%

30万円 ～ 40万円 2 4 9 2 3 20 9.5%

40万円 ～ 50万円 1 1 2 0.9%

11 31 25 18 27 43 32 24 211 100.0%

表－６  地域別中畑売買価格の水準
（単位：地点数）

注  都市計画法区域市町村を除く

由 利 仙 北 平 鹿 雄 勝
計

計

区 分 鹿 角 北秋田 山 本 秋 田

－7－ 



  

３．農用地区域内の自作地売買価格の動向 

（１）中田・中畑の売買価格の動向【表－７、図－５、図－６】

 中田・中畑ともに「横ばい」となった地点が最も多く、構成比は、中田が 82.1%、

中畑が 86.4%を占めている。

「下降」となった地点は、中田が 16.6%、中畑が 13.6%を占めている。

６年 ７年 ６年 ７年 ６年 ７年 ６年 ７年

鹿  角 0 0 0 2 11 9 11 11

北秋田 0 0 32 32 0 0 32 32

山  本 0 0 25 25 0 0 25 25

秋  田 1 0 34 34 3 4 38 38

由  利 0 0 25 30 4 0 29 30

仙  北 3 1 28 30 11 12 42 43

平  鹿 0 0 15 19 14 13 29 32

雄  勝 2 2 18 21 4 1 24 24

計 6 3 177 193 47 39 230 235

構成比 2.6% 1.3% 77.0% 82.1% 20.4% 16.6% 100.0% 100.0%

地  域

６年 ７年 ６年 ７年 ６年 ７年 ６年 ７年

鹿  角 0 0 0 2 11 9 11 11

北秋田 0 0 31 31 0 0 31 31

山  本 0 0 25 25 0 0 25 25

秋  田 2 0 33 32 0 3 35 35

由  利 0 0 22 27 4 0 26 27

仙  北 0 0 35 36 7 7 42 43

平  鹿 0 0 15 20 14 12 29 32

雄  勝 0 0 23 24 1 0 24 24

計 2 0 184 197 37 31 223 228

構成比 0.9% 0.0% 82.5% 86.4% 16.6% 13.6% 100.0% 100.0%

中 畑

上 昇 横 ば い 下 降 計

表－７  地域別売買価格の動向
(単位：地点数)

地  域

中 田   

上 昇 横 ば い 下 降 計

－8－ 
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（２）中田・中畑の売買価格「横ばい」の理由【表－８、表－９】

 中田は、「農地の買い手が少ない・買い控え」が最も多く 71.5%を占めており、

次いで「米価などの農産物価格が低い」が 13.5%を占めている。 

 中畑は、「農地の買い手が少ない・買い控え」が 77.7%、次いで「農業の後継者

不足」が 8.6%を占めている。 

実  数 構成比

全体として農業の生産意欲が減退 1 1 0.5%

米価などの農産物価格が低い 1 1 10 6 2 6 26 13.5%

米の需給調整（生産数量目標） － 0.0%

兼業化の進行等による労働力不足 － 0.0%

離農などによる過疎化の進行 2 1 3 1.6%

農業の後継者不足 16 1 2 19 9.8%

農地価格が農業収益等で買える限界に達し
ている

－ 0.0%

農地の買い手が少ない・買い控え 15 24 24 23 22 17 13 138 71.5%

あっせん事業等により価格水準が保持 － 0.0%

負債整理のための農地売却が多い － 0.0%

土地投機や開発、宅地化、代替地取得等が
おさまった

－ 0.0%

その他 6 6 3.1%

計 2 32 25 34 30 30 19 21 193 100.0%

仙  北 平  鹿秋  田 由  利

表－８   中田の地域別横ばい理由
（単位：地点数）

横  ば  い  の  理  由 鹿  角 北秋田 山  本 雄  勝
計

実  数 構成比

全体として農業の生産意欲が減退 1 1 0.5%

米価などの農産物価格が低い 1 5 6 3.0%

米の需給調整（生産数量目標） － 0.0%

兼業化の進行等による労働力不足 2 2 1.0%

離農などによる過疎化の進行 2 1 3 1.5%

農業の後継者不足 15 2 17 8.6%

農地価格が農業収益等で買える限界に達し
ている

6 6 3.0%

農地の買い手が少ない・買い控え 15 25 25 25 27 20 16 153 77.7%

あっせん事業等により価格水準が保持 － 0.0%

負債整理のための農地売却が多い － 0.0%

土地投機や開発、宅地化、代替地取得等が
おさまった

－ 0.0%

その他 9 9 4.6%

計 2 31 25 32 27 36 20 24 197 100.0%

雄  勝
計

仙  北 平  鹿

表－９   中畑の地域別横ばい理由
（単位：地点数）

秋  田 由  利横  ば  い  の  理  由 鹿  角 北秋田 山  本
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（３）中田・中畑売買価格「下降」の理由【表－１０、表－１１】

 中田は、「農地の買い手が少ない・買い控え」が最も多く 74.4%を占めており、

次いで「米価などの農産物価格が低い」が 12.8%を占めている。 

中畑は、「農地の買い手が少ない・買い控え」が 87.1%、次いで「農業の後継者

不足」が 12.9%を占めている。 

実  数 構成比

全体として農業の生産意欲が減退 － 0.0%

米価などの農産物価格が低い 5 5 12.8%

米の需給調整（生産数量目標） － 0.0%

兼業化の進行等による労働力不足 － 0.0%

離農などによる過疎化の進行 1 1 2.6%

農業の後継者不足 1 2 3 7.7%

農地価格が農業収益等で買える限界に達し
ている

－ 0.0%

農地の買い手が少ない・買い控え 9 4 5 11 29 74.4%

あっせん事業等により価格水準が保持 － 0.0%

負債整理のための農地売却が多い － 0.0%

土地投機や開発、宅地化、代替地取得等が
おさまった

1 1 2.6%

その他 － 0.0%

計 9 0 0 4 0 12 13 1 39 100.0%

表－１０   中田の地域別下降理由
（単位：地点数）

下  降  の  理  由 鹿  角 北秋田 山  本 雄  勝
計

仙  北 平  鹿秋  田 由  利

実  数 比  率

全体として農業の生産意欲が減退 － 0.0%

米価などの農産物価格が低い － 0.0%

米の需給調整（生産数量目標） － 0.0%

兼業化の進行等による労働力不足 － 0.0%

離農などによる過疎化の進行 － 0.0%

農業の後継者不足 4 4 12.9%

農地価格が農業収益等で買える限界に達し
ている

－ 0.0%

農地の買い手が少ない・買い控え 9 3 7 8 27 87.1%

あっせん事業等により価格水準が保持 － 0.0%

負債整理のための農地売却が多い － 0.0%

土地投機や開発、宅地化、代替地取得等が
おさまった

－ 0.0%

その他 － 0.0%

計 9 0 0 3 0 7 12 0 31 100.0%

雄  勝
計

仙  北 平  鹿

表－１１   中畑の地域別下降理由
（単位：地点数）

秋  田 由  利下  降  の  理  由 鹿  角 北秋田 山  本
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住宅用地
（民間）

商業・
工業用地
（民間）

国・県道、
高速道、
鉄道用地

学校・公
共施設等

住宅用地
（民間）

商業・
工業用地
（民間）

国・県道、
高速道、
鉄道用地

学校・公
共施設等

都 市 的 地 域 33,048 43,560 38,764 40,365

平 地 農 業 地 域 19,193 14,424 14,959 11,000

中 間 農 業 地 域 17,287 8,103 12,268 8,388

山 間 農 業 地 域 7,495 6,349 495 7,119 8,560

平 均 （ ７ 年 ） 19,256 20,326 － 495 18,278 17,078 － －

平 均 （ ６ 年 ） 16,946 20,326 － 5,280 17,716 15,038 － －

注）都市計画法区域市町村を除く

参考－２   農業地域類型別転用目的売買価格
（単位：円／3.3㎡）

農業地域類型

中 田 中 畑

住宅用地
（民間）

商業・
工業用地
（民間）

国・県道、
高速道、
鉄道用地

学校・公
共施設等

住宅用地
（民間）

商業・
工業用地
（民間）

国・県道、
高速道、
鉄道用地

学校・公
共施設等

令 和 ６ 年 22,520 36,500

令 和 ７ 年 22,520 36,500

対 前 年 比 100.0% － － － 100.0% － － －

住宅用地
（民間）

商業・
工業用地
（民間）

国・県道、
高速道、
鉄道用地

学校・公
共施設等

住宅用地
（民間）

商業・
工業用地
（民間）

国・県道、
高速道、
鉄道用地

学校・公
共施設等

令 和 ６ 年 10,950 15,000

令 和 ７ 年 10,950 15,000

対 前 年 比 100.0% － － － 100.0% － － －

（単位：円／3.3㎡）

区   分

市  街  化  区  域
中 田 中 畑

区   分

市     街     化     調     整     区     域
中 田 中 畑

住宅用地
（民間）

商業・
工業用地
（民間）

国・県道、
高速道、
鉄道用地

学校・公
共施設等

住宅用地
（民間）

商業・
工業用地
（民間）

国・県道、
高速道、
鉄道用地

学校・公
共施設等

鹿 角 10,780 8,509 39,283

北 秋 田 30,515 3,306 18,067 2,300

山 本 10,615 12,408 12,308 16,046

秋 田 495

由 利 31,441 27,496 19,951 35,826

仙 北 21,571 17,824 17,429 13,357

平 鹿 23,000 30,000 21,200 23,000

雄 勝 17,309 14,125 12,969 9,375

平 均 （ ７ 年） 20,747 16,238 － 495 20,172 16,651 － －

平 均 （ ６ 年） 15,310 17,613 － 5,280 20,803 10,891 － －

対 前 年 比 135.5% 92.2% － 9% 97.0% 152.9% － －

地   域

中 田 中 畑

表－１３  純農業地域の転用目的売買価格
（単位：円／3.3㎡）

４．転用目的の自作地売買価格の動向【表－１２、表－１３、参考－２】 

都市農業地域では、市街化区域、市街化調整区域ともに価格の変動はなく、純農業地

域では、中田の住宅用地と中畑の商業・工業用地は価格が「上昇」、中畑の住宅用地は

価格が「横ばい」、その他の価格は「下降」している。 

 表－１２  都市農業地域の転用目的売買価格

．
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